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一 

研
究
の
目
的
と
全
体
の
概
要 

本
論
文
で
は
、
古
代
日
本
語
、
特
に
中
古
の
文
末
助
詞
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
本
研
究
に
お
け
る
「
文

末
助
詞
」
と
は
、
一
言
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
文
末
に
現
れ
、
文
を
終
止
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
助
詞
の
こ

と
で
あ
る
。
一
般
に
、
終
助
詞
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
お
よ
び
、
関
投
助
詞
の
う
ち
文
末
に
現
れ
た
も
の
を

対
象
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
従
来
の
研
究
や
辞
典
類
で
、「
詠
嘆
・
強
調
」
の
意
味
を
持
つ
と

さ
れ
る
文
末
助
詞
、
カ
ナ
・
ヤ
・
ヨ
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。 

本
論
文
は
、
第
一
章
「
本
研
究
の
背
景
と
意
義
」、
第
二
章
「
命
令
形
下
接
の
文
末
助
詞
ヨ
・
ヤ
」、
第

三
章
「
体
言
下
接
の
文
末
助
詞
カ
ナ
・
ヤ
」、
第
四
章
「
体
言
下
接
の
文
末
助
詞
ヨ
」、
第
五
章
「
カ
ナ
と

ヤ
と
ヨ
の
「
詠
嘆
」
に
つ
い
て
」、
第
六
章
「「
詠
嘆
」
と
対
話
・
独
話
」、
第
七
章
「
詠
嘆
表
現
の
構
文
の

型
」、
第
八
章
「
今
昔
物
語
集
の
文
末
助
詞
カ
ナ
」、
第
九
章
「
三
代
集
の
カ
ナ
」
の
九
章
か
ら
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
章
は
、
本
研
究
の
射
程
や
そ
の
意
義
に
つ

い
て
述
べ
た
う
え
で
、
先
行
研
究
の
ま
と
め
を
行
い
、
議
論
の
前
提
と
な
る
事
項
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
に
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
中
古
和
文
資
料
を
対
象
と
し
て
、
カ
ナ
・
ヤ
・
ヨ
の
差
異
と
共

通
点
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以
上
で
、
カ
ナ
・
ヤ
・
ヨ
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
た
あ

と
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
で
は
、
文
末
助
詞
の
研
究
が
そ
の
周
辺
領
域
に
ま
で
資
す
る
こ
と
を
提
示
し
て

い
く
。
特
に
第
六
章
と
第
七
章
と
で
は
、
文
末
助
詞
研
究
を
も
と
に
、
詠
嘆
表
現
全
体
に
つ
い
て
考
え
る
。

そ
の
後
の
第
八
章
と
第
九
章
と
で
は
、
特
に
カ
ナ
に
注
目
し
、
文
体
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ

る
の
か
に
つ
い
て
、
調
査
・
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

二 

各
章
の
概
要 

二
・
一 

第
一
章 

本
研
究
の
背
景
と
意
義 

前
述
の
と
お
り
、
本
研
究
の
射
程
は
「
詠
嘆
」
の
文
末
助
詞
で
あ
る
。
従
来
の
古
代
語
の
ム
ー
ド
研
究

の
多
く
は
、
助
動
詞
や
補
助
動
詞
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
末
助
詞
の
研
究
は

立
ち
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
研
究
の
必
要
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。 

で
は
な
ぜ
、「
詠
嘆
」
の
文
末
助
詞
に
注
目
す
る
の
か
。
現
代
語
や
方
言
の
研
究
で
は
、
文
末
助
詞
の
研

究
が
一
定
程
度
、
進
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
の
言
語
の

側
面
に
注
目
し
て
い
る
た
め
、
感
情
表
出
な
ど
、
情
報
伝
達
を
目
的
と
し
な
い
言
語
の
側
面
に
も
光
を
当

て
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
古
代
語
は
現
代
語
と
は
異
な
り
、「
詠
嘆
」
の
文
末
助
詞
が
多
様
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
研
究
の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
研
究
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
方
法
が
問
題
と
な
る
。
現
代
語
や
方
言
の
研
究

で
は
、
発
話
者
の
内
省
に
よ
り
、
理
論
の
正
し
さ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
古
代
語

に
は
、
話
者
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
方
法
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
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で
本
研
究
で
は
、「
上
接
形
式
が
同
一
、
も
し
く
は
類
似
で
あ
り
な
が
ら
、
助
詞
が
異
な
る
場
合
を
対
照
す

る
」
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
上
接
形
式
が
類
似
、
も
し
く
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

用
法
や
意
味
の
上
で
の
差
異
は
助
詞
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
採

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
助
詞
の
機
能
の
一
側
面
を
記
述
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 二
・
二 

第
二
章 

命
令
形
下
接
の
文
末
助
詞
ヨ
・
ヤ 

第
二
章
で
は
、
命
令
形
に
ヨ
が
下
接
し
た
も
の
（
以
下
、「
命
令
形
ヨ
」
と
呼
ぶ
）
と
、
命
令
形
に
ヤ
が

下
接
し
た
も
の
（
以
下
、「
命
令
形
ヤ
」
と
呼
ぶ
）
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
命
令
形
単
独
で
終
止
す
る
も
の

（
以
下
、「
命
令
形
」
と
呼
ぶ
）
も
交
え
て
対
照
し
た
。 

比
較
の
基
準
と
し
て
は
、
①
「
命
令
形
ヨ
」・「
命
令
形
ヤ
」
両
者
の
表
現
可
能
な
範
囲
、
②
望
ま
れ
る

内
容
を
実
行
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
対
話
者
の
選
択
権
の
有
無
、
③
発
話
者
に
よ
る
「
要
求
」
に
緊

急
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
三
点
に
よ
っ
た
。 

調
査
の
結
果
、「
命
令
形
ヨ
」「
命
令
形
ヤ
」
と
も
に
発
話
者
が
対
話
者
に
向
か
っ
て
事
態
実
現
を
望
む

「
要
求
」
の
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
、「
命
令
形
ヨ
」
と
「
命
令
形
ヤ
」
と
は
、
共
通

す
る
。
そ
の
一
方
で
、
相
違
点
も
あ
る
。
対
話
者
の
選
択
権
を
優
先
す
る
例
は
、「
命
令
形
ヤ
」
よ
り
も
「
命

令
形
ヨ
」
の
方
に
多
い
。
さ
ら
に
、
緊
急
性
の
有
無
と
い
う
観
点
で
は
「
命
令
形
ヤ
」
が
緊
急
性
の
あ
る

も
の
に
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
命
令
形
ヨ
」
は
緊
急
性
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
両
方
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
の
指
摘
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
の
は
「
命
令
形
ヤ
」
に
お
け
る
緊
急
性
で
あ

る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。 

 

二
・
三 

第
三
章 

体
言
下
接
の
文
末
助
詞
カ
ナ
・
ヤ 

第
三
章
で
は
、
体
言
に
カ
ナ
と
ヤ
と
が
下
接
し
た
「
体
言
カ
ナ
」
と
「
体
言
ヤ
」
と
を
対
照
し
た
。
両

者
に
は
、
連
体
修
飾
を
必
須
と
す
る
と
い
う
構
文
上
の
共
通
点
と
、
そ
の
形
式
が
異
な
る
と
い
う
相
違
点

と
が
あ
る
事
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
両
者
の
使
用
特
徴
の
違
い
、
使
用
特
徴
と
構
文
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。 

「
体
言
カ
ナ
」
が
対
話
者
の
属
性
を
問
わ
ず
、
時
間
軸
上
の
様
々
な
位
置
に
あ
る
事
態
に
言
及
で
き
る

の
に
対
し
、「
体
言
ヤ
」は
上
位
者
に
は
用
い
ら
れ
ず
、ほ
と
ん
ど
が
現
在
の
事
態
に
言
及
し
た
例
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
違
い
が
生
じ
る
理
由
に
つ
い
て
、
両
者
の
詠
嘆
の
質
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
と

考
え
た
。
具
体
的
に
は
、「
体
言
カ
ナ
」
が
様
々
な
事
象
を
考
慮
し
た
「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
評
価
の
表
明
」

の
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
体
言
ヤ
」
は
そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
い
「
臨
場
的
な
評
価
の
表
明
」
の
表
現

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、「
体
言
カ
ナ
」「
体
言
ヤ
」
の
表
現
性
と
構
文
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。「
体
言
カ
ナ
」
が
連
体
修
飾
句
内
に
助
動
詞
や
敬
語
補
助
動
詞
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
「
体
言
カ
ナ
」
の
表
現
域
の
広
さ
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、「
体
言
ヤ
」
の
連
体
修
飾

句
が
「
形
容
語
語
幹
＋
ノ
」
の
形
式
を
基
本
と
し
、
助
動
詞
や
補
助
動
詞
を
使
用
し
た
例
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
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な
い
の
は
、
そ
の
表
現
域
の
狭
さ
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

二
・
四 
第
四
章 

体
言
下
接
の
文
末
助
詞
ヨ 

第
四
章
で
は
、
体
言
に
ヨ
が
下
接
し
た
「
体
言
ヨ
」
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
を
加
え
、
次
の
五
点
を
明

ら
か
に
し
た
。
①
発
話
者
と
対
話
者
と
の
関
係
を
見
る
と
、「
対
話
者
あ
り
」
の
例
が
「
対
話
者
な
し
」
の

例
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、「
体
言
ヨ
」
は
、「
体
言
カ
ナ
」「
体
言
ヤ
」
と
比
し
て
、
対
人
性

の
強
い
表
現
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
対
話
者
な
し
」
の
例
や
地
の
文
の
例
も
決
し
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い

点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
）。
ま
た
、
発
話
者
と
対
話
者
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
上
位
者
に
も
下
位
者
に

も
使
用
さ
れ
る
点
で
、「
体
言
カ
ナ
」
と
共
通
す
る
。
②
発
話
者
と
対
象
事
態
と
の
関
係
を
見
る
と
、「
体

言
カ
ナ
」「
体
言
ヤ
」
よ
り
も
表
現
可
能
な
範
囲
が
き
わ
め
て
広
い
。
た
だ
し
、
事
態
そ
の
も
の
を
示
す
例

が
典
型
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
③
「
体
言
ヨ
」
に
①
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
は
、「
注
意
喚

起
」
を
行
う
だ
け
の
表
現
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
④
「
体
言
ヨ
」
は
、
対
象
事
態
そ
の
も
の
を

投
げ
出
す
タ
イ
プ
の
表
現
で
あ
る
。
言
及
さ
れ
る
事
態
そ
の
も
の
は
、
時
間
・
空
間
軸
上
の
様
々
な
位
置

に
存
在
し
う
る
。
そ
の
た
め
、
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の

は
、
こ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
「
体
言
ヨ
」、
ひ
い
て
は
助
詞
ヨ
に
共
通
す
る
意
味
は
、「
注
意
喚

起
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
連
体
形
ヨ
」「
命
令
形
ヨ
」
な
ど
と
の
関
係
も

捉
え
や
す
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

二
・
五 

第
五
章 

カ
ナ
と
ヤ
と
ヨ
の
「
詠
嘆
」
に
つ
い
て 

第
五
章
は
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
カ
ナ
・
ヤ
・
ヨ
の
考
察
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
詠
嘆
」
の
質
の
違
い
に
つ
い
て
言
及
し
た
。 

ま
ず
カ
ナ
は
、
も
っ
と
も
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
「
詠
嘆
」
を
表
す
文
末
助
詞
で
あ
る
。
発
話
者
の
情
感
や

評
価
を
表
す
た
め
、
現
場
外
の
事
態
、
未
実
現
事
態
に
対
す
る
「
詠
嘆
」
は
表
さ
な
い
。
次
に
ヤ
は
イ
マ
・

コ
コ
の
事
態
に
対
す
る
発
話
者
の
情
感
の
み
を
表
す
文
末
助
詞
で
あ
る
。
極
め
て
限
定
的
な
範
囲
で
し
か

使
用
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
分
、
臨
場
性
の
あ
る
「
詠
嘆
」
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ヨ
が
表
す
の

は
「
注
意
喚
起
」
で
あ
り
、「
詠
嘆
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヨ
の
持
つ
「
注
意
喚
起
」

の
意
味
が
、
文
脈
に
応
じ
て
詠
嘆
表
現
と
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
同
じ
「
詠
嘆
」
の
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
て
き
た
文
末
助
詞
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

内
実
は
様
々
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

二
・
六 

第
六
章 

「
詠
嘆
」
と
対
話
・
独
話 

第
六
章
で
は
、
助
詞
カ
ナ
の
調
査
・
考
察
を
通
し
て
、「
詠
嘆
」
い
う
意
味
と
、
対
話
・
独
話
、
ど
ち
ら

に
使
用
さ
れ
る
か
と
い
う
用
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。
助
詞
カ
ナ
は
、「
詠
嘆
」
の
意
味
を
持
つ
と

さ
れ
、「
～
な
あ
」
の
よ
う
な
、
独
話
的
性
格
の
強
い
訳
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
先
行
論
で
は
、
カ
ナ

で
終
止
し
た
、
カ
ナ
終
止
文
の
う
ち
、
特
に
コ
ト
カ
ナ
で
終
止
し
た
文
に
、
対
話
者
を
意
識
し
た
対
話
的

性
格
の
強
い
例
が
見
ら
れ
る
事
を
指
摘
し
、
カ
ナ
を
単
に
「
詠
嘆
」
の
助
詞
と
す
る
事
に
疑
義
を
呈
し
て
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い
る
。 

そ
こ
で
本
章
で
は
①
対
話
的
性
格
の
強
い
例
は
、
コ
ト
カ
ナ
で
終
止
す
る
文
の
み
に
あ
ら
わ
れ
る
の
か

と
い
う
用
法
の
問
題
、
②
カ
ナ
が
持
つ
「
詠
嘆
」
の
意
味
と
対
話
的
性
格
の
強
い
例
の
あ
る
事
と
は
、
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
助
詞
の
意
味
の
問
題
の
二
点
に
分
け
、
調
査
・
考
察
し
た
。 

結
論
と
し
て
、①
対
話
的
性
格
の
強
い
例
は
カ
ナ
終
止
文
の
構
文
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
見
ら
れ
る
事
、

②
「
詠
嘆
」
と
い
う
意
味
と
、
対
話
的
性
格
の
強
さ
と
い
う
用
法
と
は
、
異
な
る
次
元
の
問
題
で
あ
る
事

の
二
点
を
述
べ
た
。
本
章
は
、
文
末
助
詞
を
通
し
て
、「
詠
嘆
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
同
時
に
、

用
法
と
意
味
と
を
分
け
る
必
要
性
を
論
じ
た
も
の
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。 

 

二
・
七 

第
七
章 

詠
嘆
表
現
の
構
文
の
型 

第
七
章
で
は
、
カ
ナ
・
ヨ
の
構
文
を
も
と
に
し
て
、
詠
嘆
表
現
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
、
い
く
つ
か

の
文
型
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
詠
嘆
を
表
す
構
文
を
評
価
語
句
と
評
価
対
象
を

表
す
語
句
と
の
関
係
か
ら
四
種
六
類
に
分
類
し
、
カ
ナ
・
ヨ
の
と
る
構
文
の
分
布
に
差
異
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
ヨ
で
終
止
す
る
文
に
は
評
価
語
句
が
現
れ
る
事
が
少
な
い
と
い
う
先
行
研

究
の
指
摘
を
数
値
に
よ
っ
て
検
証
し
た
。
次
に
、
カ
ナ
で
終
止
す
る
文
に
は
、
評
価
語
句
を
中
心
と
す
る

例
が
確
か
に
多
い
も
の
の
、
そ
う
で
は
な
い
例
も
相
当
数
見
ら
れ
、
汎
用
性
の
高
い
形
式
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
構
文
的
特
徴
は
、
第
五
章
ま
で
に
確
認
し
た
、
助
詞
の
意
味
と
も
齟
齬
を
き
た

さ
ず
、
構
文
的
特
徴
と
助
詞
の
意
味
と
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
評
価

語
句
と
評
価
対
象
と
な
る
語
句
と
の
意
味
関
係
に
注
目
し
た
場
合
、
と
も
に
カ
ナ
で
終
止
す
る
「
体
言
カ

ナ
」
と
「
活
用
語
カ
ナ
」
と
の
間
に
も
、
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
体
言
カ
ナ
」
に

お
い
て
は
、
評
価
語
句
が
中
心
と
な
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
一
方
で
、「
活
用
語
カ
ナ
」
に
は
評
価
対
象

を
表
す
語
句
が
中
心
と
な
る
例
も
相
当
数
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
文
末
助
詞
で
終
止
す
る
文
で

あ
っ
て
も
、
上
接
語
の
品
詞
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
細
に
分
け
て
考
察
し
て
い
く
必
要
性
を
示

し
て
い
る
。 

 

二
・
八 

第
八
章 

今
昔
物
語
集
の
文
末
助
詞
カ
ナ 

第
八
章
で
は
、
今
昔
物
語
集
の
文
末
助
詞
カ
ナ
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
和
文
資
料
と

漢
文
訓
読
資
料
と
で
は
、
文
末
助
詞
カ
ナ
の
上
接
語
句
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
和
文
資
料
に

は
、
体
言
に
カ
ナ
が
下
接
し
て
構
成
さ
れ
た
「
体
言
カ
ナ
」
の
例
が
多
く
見
ら
れ
、
形
容
語
が
カ
ナ
の
直

上
に
現
れ
る
例
（
以
下
、「
形
容
語
＋
カ
ナ
」）
は
僅
少
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
資
料
に
は
、

「
体
言
カ
ナ
」
の
例
が
見
ら
れ
ず
、「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

指
摘
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
カ
ナ
の
上
接
語
句
は
、
文
体
に
よ
っ
て
、
大
き
く
傾
向
の
異
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
検
証
し
た
も
の
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
巻
ご
と
に
文
体

の
異
な
る
今
昔
物
語
集
を
使
用
し
て
、
カ
ナ
の
上
接
語
句
の
分
布
を
調
査
し
た
。 

そ
の
結
果
、「
形
容
語
＋
カ
ナ
（
ヤ
）」
が
よ
り
漢
文
訓
読
的
、「
体
言
カ
ナ
」、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」

が
よ
り
和
文
的
と
い
う
よ
う
に
、
カ
ナ
の
上
接
語
句
が
文
体
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
事
、
カ
ナ
の
承
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け
る
上
接
語
句
が
文
体
を
は
か
る
指
標
と
な
る
事
、
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

そ
の
う
え
で
、
よ
り
和
文
的
な
本
朝
部
に
「
形
容
語
カ
ナ
（
ヤ
）」
が
使
用
さ
れ
、
よ
り
漢
文
訓
読
的
な

天
竺
・
震
旦
部
に
「
体
言
カ
ナ
」「
動
詞
（
句
）
カ
ナ
」
が
使
用
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。

前
者
は
、
発
話
者
の
位
相
に
基
づ
き
、
意
図
的
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
和
文
要
素
の
介

入
に
よ
り
、
偶
然
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
カ
ナ
の
上
接
語
句
を
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
体
や
位
相
の
特
徴
も
探
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

二
・
九 

第
九
章 

三
代
集
の
カ
ナ 

第
九
章
で
は
、
三
代
集
の
カ
ナ
を
、
上
接
後
の
観
点
か
ら
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
韻
文
の
カ
ナ
の
上

接
語
句
が
、
散
文
や
漢
文
訓
読
資
料
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

ま
ず
、
韻
文
を
調
査
す
る
と
、「
活
用
語
カ
ナ
」
の
例
が
「
体
言
カ
ナ
」
の
倍
以
上
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、「
体
言
カ
ナ
」
と
「
活
用
語
カ
ナ
」
と
が
と
も
に
相
当
数
現
れ
る
散
文
と
の
間
に
は
、
大
き
な
差
異

が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
活
用
語
カ
ナ
」
の
出
現
率
の
高
さ
と
い
う
点
で
、
韻
文
の
カ
ナ
と
漢
文
訓

読
資
料
の
カ
ナ
と
は
共
通
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
両
者
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
韻
文
に
お
い

て
は
「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
の
例
が
多
く
、
漢
文
訓
読
資
料
に
は
、「
形
容
語
＋
カ
ナ
」
の
例
が
多
い
と

い
う
点
で
あ
る
。 

ま
た
、「
動
詞
（
句
）
＋
カ
ナ
」
の
多
さ
と
い
う
点
か
ら
観
る
と
、
散
文
の
カ
ナ
と
韻
文
の
カ
ナ
と
は
同

じ
よ
う
な
傾
向
を
示
す
が
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
の
使
用
の
有
無
と
い
う
点
で
、
両
者
は
大
き
く
異
な

る
。
散
文
の
カ
ナ
に
は
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
が
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
韻
文
の
カ
ナ
に
は
そ
れ
ら
が

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
。 

こ
の
理
由
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
情
意
・
評
価
の
形
容
語
に
よ
る
「
一
般
化
」
を
避
け
る
た
め
と

し
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
本
章
で
は
、
前
代
の
カ
モ
の
特
徴
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
述
べ
た
。 

 

二
・
一
〇 

終
わ
り
に 

 

「
終
わ
り
に
」
で
は
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
論
文
の
観
点
は
、
一
定
の
視
座
か
ら
体
系

的
に
記
述
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
少
数
の
も
の
を
、
様
々
な
視
座
か
ら
記
述
し
、

考
察
し
て
い
く
、
い
わ
ば
多
角
性
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
に
基
づ
い
て
、
論
を
進

め
て
き
た
以
上
、
逆
に
一
つ
の
視
点
か
ら
の
体
系
的
な
記
述
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。 

 

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
対
象
を
、
体
言
も
し
く
は
活
用
語
連
体
形
に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た

体
言
相
当
句
、
さ
ら
に
は
命
令
形
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
命
令
文
な
ど
、
特
殊
な
も
の
に
下
接
し
た
文

末
助
詞
の
み
に
絞
っ
て
き
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
文
末
助
詞
の
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
し
や
す
く
す
る
た

め
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
古
の
共
時
面
に
お
け
る
、
カ
ナ
・
ヨ
、
お
よ
び
ヤ
の
一

部
の
機
能
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
文
末
助
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詞
の
全
容
を
解
明
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
平
叙
文
に
下
接
す
る

文
末
助
詞
に
関
し
て
明
ら
か
に
し
、
本
論
文
で
扱
っ
た
助
詞
群
と
の
か
か
わ
り
を
探
っ
て
い
く
こ
と
は
、

詠
嘆
の
文
末
助
詞
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
共
時
面
の
文
末
助
詞
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。 

（
以
上
、
四
〇×

一
八
〇
行
＝
七
二
〇
〇
字
） 


